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近
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学
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と
〈
再
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序
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堀　
　

洋　
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〈
要
旨
〉『
近
代
作
家
の
基
層
』（
二
〇
一
七
・
三
、
和
泉
書
院
）
は
、
長
年
に
わ
た
り
日
本
近
代
文
学
の
広
範
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
半

田
美
永
氏
の
最
近
約
二
〇
年
間
の
研
究
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
半
田
氏
は
、
お
お
む
ね
テ
ク
ス
ト
論
以
降
の
近
代
文
学
研
究
が
、
対

象
と
す
る
作
品
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
き
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
作
家
、
作
品
、
そ
し
て
読
者
が
文
化
的
風
土
を
背
景
に
、
互
い
に
媒

介
し
合
う
関
係
性
の
中
で
文
学
を
把
握
す
る
自
身
の
立
場
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
本
書
で
採
り
上
げ
ら
れ
る
対
象
は
き
わ

め
て
幅
広
く
、
ジ
ャ
ン
ル
的
に
も
小
説
・
詩
歌
・
紀
行
・
評
論
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
り
、
時
期
的
に
も
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
末
ま
で
、

ほ
ぼ
一
世
紀
の
長
き
に
及
ん
で
い
る
。
本
書
は
、
研
究
論
文
を
収
め
た
「
Ⅰ　

近
代
作
家
の
基
層
」、
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
を
収
め
た
「
Ⅱ　

作

家
の
跫

あ
し
お
と」、

地
域
に
か
か
わ
る
紀
行
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
講
演
録
を
収
め
た
「
Ⅲ　

熊
野
・
伊
勢
」、
新
出
資
料
の
紹
介
を
主
と
し
た
「
Ⅳ　

阪
中
正
夫
作
品
【
小
説
・
放
送
台
本
】

―
解
題
と
本
文

―
」
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
構
成
か
ら
も
半
田
氏
の
研
究
活
動
の
多
様

さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
日
本
近
代
文
学　

風
土　

熊
野　

伊
勢
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「
近
代
作
家
」、「
基
層
」、「
文
学
」、
そ
し
て
「〈
生
成
〉
と
〈
再
生
〉」
― 

本
書
の
表
題
に
は
、
文
学
研
究
上
の
き
わ
め
て
重
要
な
基
本

概
念
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
題
の
付
け
方
自
体
、
長
年
に
わ
た
り
一
貫
し
た
対
象
へ
の
情
熱
の
も
と
に
近
代
文
学
を
論
じ

つ
づ
け
て
き
た
半
田
美
永
氏
に
し
て
、
は
じ
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
表
題
に
含
ま
れ
る
こ
れ
ら
の
言
葉
を
手

引
き
と
し
て
、
半
田
氏
の
新
著
の
内
実
を
評
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
「
本
書
で
確
か
め
よ
う
と
し
た
の
は
、
洋
の
東
西
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
超
え
、
個
と
個
、
あ
る
い
は
個
の
内
部
に
お
け
る
矛
盾
と
葛
藤
、
公
と

私
、
そ
れ
ら
の
ぶ
つ
か
り
合
い
の
中
で
崩
壊
し
、
再
生
す
る
、
新
し
い
世
界
の
構
築
さ
れ
る
す
が
た
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
」（
三
頁
）
― 

こ

の
主
題
に
沿
い
つ
つ
、
本
書
は
大
別
し
て
四
部
で
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
核
を
な
す
研
究
論
文
を
収
め
た
「
Ⅰ　

近
代
作
家
の
基

層
」、
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
を
収
め
た
「
Ⅱ　

作
家
の
跫
」、
地
域
に
か
か
わ
る
紀
行
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
講
演
録
を
収
め
た
「
Ⅲ　

熊
野
・
伊

勢
」、
著
者
が
な
が
ら
く
取
り
組
ん
で
き
た
阪
中
正
夫
の
新
出
資
料
を
収
め
た
「
Ⅳ　

阪
中
正
夫
作
品
【
小
説
・
放
送
台
本
】
― 

解
題
と
本

文 

―
」
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
他
に
、
本
書
全
体
の
意
図
を
述
べ
た
「
序
章 

― 

文
学
の
〈
生
成
〉
と
〈
再
生
〉」、
お
よ
び
著
者
の
学
統

と
研
究
生
活
の
来
歴
を
語
っ
た
「
あ
と
が
き
」、
さ
ら
に
巻
末
に
は
人
名
・
事
項
・
書
名
別
の
索
引
が
附
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
自
身
、「
本
書
に
収
録
し
た
文
章
は
、
相
当
長
い
期
間
の
折
り
ふ
し
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
本
書
は
半

田
氏
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
の
ひ
と
つ
の
集
成
と
い
う
観
を
呈
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
Ⅰ
」
だ
け
を
見
て
も
、
最
も
古
い
も
の
が
一
九
九

六
年
（
平
成
八
）
一
二
月
の
『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
三
五
輯
に
発
表
さ
れ
た
「
和
歌
山
県
近
代
文
学
史
稿
―
文
化
的
土
壌
の
確
認
と
そ
の
意
義

―
」
に
も
と
づ
く
「
第
十
二
章　

近
代
文
学
の
土
壌 

― 

和
歌
山
県
の
場
合 

― 

」
で
あ
り
、
最
も
新
し
い
も
の
が
二
〇
一
六
年
（
平
成
二

八
）
一
〇
月
刊
『
祈
り
と
再
生
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
―
比
較
基
層
文
化
論
序
説
―
』（
成
文
堂
）
所
収
の
「
伊
勢
路
を
歩
く
行
脚
僧
―
天
田
愚
庵

『
順
礼
日
記
』
に
籠
め
ら
れ
た
〈
祈
り
〉
と
〈
再
生
〉
―
」
に
よ
る
「
第
三
章　

別
離
か
ら
の
出
発 

― 

天
田
愚
庵
『
順
礼
日
記
』
攷 

― 

」

で
あ
っ
て
、
お
よ
そ
二
十
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
が
集
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
だ
け
の
長
期
間
に
書
か
れ
た
諸
論
文
を
纏
め
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
文
体
が
終
始
一
貫
し
て
い
る
こ
と
も 

― 

半
田
氏
と
し

て
は
当
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も 

― 

読
者
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
齋
藤
平

氏
に
よ
る
紹
介
「
半
田
美
永
（
院
６
大
６
博
２
文
）
著
『
近
代
作
家
の
基
層　

文
学
の
〈
生
成
〉
と
〈
再
生
〉・
序
説
』」（
皇
學
館
大
学
館
友

会
『
館
友
』
二
九
七
号
、
二
〇
一
七
・
七
）
が
「
美
文
。
そ
の
名
に
も
含
ま
れ
る
「
美
」
の
要
素
を
含
ん
だ
文
を
も
の
さ
れ
る
先
生
の
文
体
は

ま
さ
し
く
先
生
一
流
の
も
の
で
あ
る
」（
三
四
頁
）
と
評
し
て
い
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
流
麗
な
文
体
で
あ
る
。
尾
西
康
充
氏
に
よ
る
書
評

「
熊
野
学
の
先
駆
者
と
し
て
の
業
績
に
触
れ
る　

文
学
研
究
は
「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」
に
立
ち
戻
る
べ
き
だ
」（『
図
書
新
聞
』
三
三
一
四

号
、
二
〇
一
七
・
八
・
五
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
抒
情
と
研
究
と
が
相
乗
効
果
を
み
せ
る
ス
タ
イ
ル
」（
四
面
）
が
、
本
書
所
収
の
文
章
に

は
底
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

半
田
氏
が
表
題
の
は
じ
め
に
据
え
た
「
近
代
作
家
」
と
い
う
言
葉
の
選
択
の
背
景
に
は
、「
一
体
、
何
の
た
め
の
研
究
な
の
か
」（
八
頁
）
と

い
う
文
学
研
究
に
対
す
る
厳
し
い
問
い
が
存
在
す
る
。「
あ
る
時
期
か
ら
、
近
代
文
学
に
関
す
る
学
術
論
文
に
は
、
作
品
の
い
の
ち
が
息
を
潜

め
、
そ
の
魅
力
が
伝
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
の
に
気
づ
い
た
」（
同
）
と
、
お
お
む
ね
テ
ク
ス
ト
論
以
降
の
近
代
文
学
研
究
の
潮
流
に
つ
い
て

批
判
的
に
述
べ
る
半
田
氏
は
、
つ
づ
け
て
作
家
作
品
論
の
立
場
か
ら
、「
研
究
に
よ
っ
て
、
作
品
が
封
印
さ
れ
、
作
家
の
魅
力
や
可
能
性
を
限

定
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
も
う
二
〇
年
を
越
え
る
歳
月
が
流
れ
た
」（
同
）

と
回
想
す
る
が
、
そ
の
二
十
年
と
い
う
時
間
が
、
所
収
論
文
の
執
筆
時
期
と
ち
ょ
う
ど
重
な
り
合
う
こ
と
も
、
本
書
の
方
法
を
考
え
る
う
え
で

示
唆
的
で
あ
ろ
う
。

　

近
年
の
近
代
文
学
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
近
代
の
文
学
作
品
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
近
年
多
様
化
の
一
途
を
辿
っ
て
き

ま
し
た
」（
五
頁
）
と
書
き
出
さ
れ
る
日
本
近
代
文
学
会
編
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
日
本
近
代
文
学
研
究
の
方
法
』（
二
〇
一
六
・
一
一
、
ひ
つ
じ
書
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房
）
の
「
ま
え
が
き
」
が
、「
哲
学
・
美
学
・
言
語
学
・
心
理
学
と
い
っ
た
隣
接
諸
科
学
の
方
法
論
を
貪
欲
に
取
り
入
れ
、
そ
の
援
用
を
は

か
っ
て
き
た
歴
史
」（
六
頁
）
と
総
括
し
つ
つ
、「
と
も
す
れ
ば
個
々
の
発
想
を
血
肉
化
し
て
い
く
余
裕
を
失
い
が
ち
で
あ
っ
た
事
実
」（
同
）

を
率
直
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
「「
文
学
研
究
」
と
い
う
営
為
の
自
明
性
が
問
い
直
さ
れ
」（
同
）
て
い
る
今
日
の
状
況
下

で
、
自
身
の
「
血
肉
化
」
さ
れ
た
研
究
の
歩
み
に
裏
打
ち
さ
れ
た
半
田
氏
の
問
い
は
、
一
人
ひ
と
り
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
重
く
響

く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
尾
西
氏
の
書
評
の
副
題
、「
文
学
研
究
は
「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」
に
立
ち
戻
る
べ
き
だ
」
と
い
う
決
然

と
し
た
主
張
が
、
そ
こ
か
ら
は
聴
き
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

半
田
氏
は
、「
作
品
」
の
「
世
界
」
を
「
作
家
の
内
奥
の
孤
独
や
苦
悩
や
悲
し
み
と
の
た
た
か
い
か
ら
発
せ
ら
れ
る
も
の
」（
八
頁
）
と
捉

え
、「
作
品
は
、
や
は
り
作
家
の
産
物
な
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」（
同
）
と
書
く
。
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
単
に
作
家
が
作
品
を
産
み

出
す
と
い
う
一
方
的
な
関
係
で
は
な
く
、「
作
家
と
作
品
と
は
不
分
離
な
い
の
ち
を
共
有
し
、
作
品
に
よ
っ
て
、
作
家
も
ま
た
深
化
（
進
化
）

成
熟
し
て
い
る
」（
同
）
と
い
う
よ
う
に
、
相
互
に
媒
介
し
あ
う
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
本
書
に
お
け
る
作
家
作
品
論
の

方
法
も
導
出
さ
れ
て
く
る
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
そ
れ
が
け
っ
し
て
一
人
の
作
家
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
期
的
に
も
ジ
ャ
ン
ル

的
に
も
、
非
常
に
広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
も
、
注
目
に
値
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
半
田
氏
に
は
こ
れ
ま
で
、『
劇
作

家
阪
中
正
夫 

― 

伝
記
と
資
料
』（
一
九
八
八
・
六
、
和
泉
書
院
）
や
『
佐
藤
春
夫
研
究
』（
二
〇
〇
二
・
一
〇
、
双
文
社
出
版
）
と
い
っ
た
、

堅
実
な
作
家
論
の
方
法
に
よ
っ
て
対
象
を
限
定
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
あ
る
が
、
本
書
は
そ
れ
ら
と
は
ま
た
別
の
角
度
か
ら
、
自
由
に
近
代

文
学
史
を
渉
猟
し
た
趣
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
書
に
お
け
る
論
考
の
対
象
は
、
き
わ
め
て
広
い
。
ジ
ャ
ン
ル
的
に
は
、
鷗
外
か
ら
丹
羽
文
雄
、
有
吉
佐
和
子
、
井
上

靖
ら
に
至
る
小
説
を
基
軸
と
し
つ
つ
、
折
口
信
夫
や
齋
藤
茂
吉
の
短
歌
、
佐
藤
春
夫
の
評
論
（「
風
流
論
」）、
天
田
愚
庵
の
紀
行
な
ど
に
及
ん

で
お
り
、「
作
家
」
と
い
う
語
の
選
択
に
は
、
ジ
ャ
ン
ル
が
一
つ
に
限
定
さ
れ
な
い
、
こ
う
し
た
対
象
の
幅
広
さ
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
と
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思
わ
れ
る
。
ま
た
、
時
期
的
に
見
て
も
、「
第
四
章　

鷗
外
に
お
け
る
独
逸
体
験
と
《
東
洋
》 

― 『
舞
姫
』
か
ら
歴
史
小
説
へ 

― 

」
で
論
究

の
出
発
点
に
置
か
れ
た
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
発
表
の
森
鷗
外
「
舞
姫
」
よ
り
、「
第
十
章　

井
上
靖
『
孔
子
』
の
旅 

― 「
逝
く
も
の
」

の
彼
方
に 

― 
」
で
採
り
上
げ
ら
れ
た
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）
～
一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
発
表
の
井
上
靖
「
孔
子
」
に
至
る
ま
で
一

世
紀
に
及
び
、
半
田
氏
の
意
味
で
の
「
近
代
」
の
時
間
的
な
幅
の
広
さ
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

半
田
氏
の
「
近
代
」
に
対
す
る
問
題
意
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
鷗
外
の
ド
イ
ツ
体
験
を
論
じ
た
第
四
章
に
お
け
る
「
日
本
近

代
の
作
家
た
ち
は
鷗
外
同
様
、
西
欧
か
ら
多
く
を
受
容
し
た
。
そ
し
て
、
今
、
日
本
は
西
欧
的
思
考
を
見
直
し
て
東
洋
的
な
生
活
観
や
、
伝
統

的
な
日
本
文
化
の
普
遍
を
察
知
し
、
よ
り
良
い
環
境
と
生
活
と
を
取
り
戻
す
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
」（
七
二
頁
）
な
ど
と
い
う
箇
所

に
、
単
純
明
快
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
お
り
だ
が
、
こ
こ
か
ら
直
ち
に
近
代
作
家
の
「
基
層
」
へ
の
問
い
も
発
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

半
田
氏
に
お
け
る
「
基
層
」
の
意
味
は
、「〈
基
層
〉
と
は
、
人
や
人
格
や
、
ま
た
山
河
や
海
や
、
大
地
を
形
成
す
る
根
幹
と
な
る
も
の
で
、

万
物
を
支
え
る
〈
基
〉
を
知
り
た
い
と
す
る
欲
求
か
ら
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
九
頁
）
と
か
「
日
本
の
近
代
化
や
文
化
の
基
層
を
考

え
る
際
に
は
、〈
風
土
〉
へ
の
ま
な
ざ
し
も
有
益
な
示
唆
が
潜
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
」（
三
頁
）
と
か
い
っ
た
箇
所
に
徴
し
て
、
そ
の
お
お
よ

そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
書
中
、
Ⅰ
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
折
口
信
夫
を
め
ぐ
る
二
つ
の
論
に
は
、
と
り
わ
け
こ
の
「
基
層
」
と
い
う
主
題
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る

が
、「
第
二
章　

歌
集
『
海
や
ま
の
あ
ひ
だ
』
の
基
層 

― 

迢
空
の
揺
曳
と
覚
悟 

― 

」
に
つ
い
て
は
、
既
に
尾
西
氏
前
掲
書
評
が
触
れ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
第
一
章　

文
学
に
見
る
西
方
志
向 

― 

折
口
信
夫
『
死
者
の
書
』
の
場
合 

― 

」
を
採
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

半
田
氏
は
そ
こ
で
、『
死
者
の
書
』（
一
九
四
三
・
八
、
青
磁
社
）
を
「
伊
勢
、
熊
野
の
基
層
を
形
成
す
る
風
土
の
発
露
と
し
て
の
文
学
的
表
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象
を
考
え
る
う
え
に
、
重
要
な
作
品
」（
一
三
頁
）
と
評
価
し
た
う
え
で
、
折
口
の
「
神
道
に
現
れ
た
民
族
論
理
」（『
神
道
学
雑
誌
』
五
号
、

一
九
二
八
・
一
〇
）
を
紹
介
、「
今
日
、
神
道
起
源
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
仏
教
や
儒
教
や
道
教
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
」（
二
七
頁
）

を
指
摘
す
る
折
口
が
「
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
る
以
前
の
い
わ
ゆ
る
「
み
こ
と
も
ち
の
思
想
」」（
同
）
に
注
目
し
、
そ
の
「
原
型
」
を
熊
野
に

嗅
ぎ
当
て
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
折
口
の
見
方
を
背
景
と
し
て
、
本
作
に
は
「
古
層
に
象
徴
さ
れ
る
〈
闇
〉
の
大
和
」、

「〈
光
〉
の
伊
勢
」
と
「
そ
の
奥
行
の
〈
熊
野
〉」、
さ
ら
に
「
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
、
古
代
び
と
の
ま
な
ざ
し
」（
二
六
頁
）
が
、
層
を
成
し
て

重
な
り
合
っ
て
い
る
と
分
析
す
る
。『
死
者
の
書
』
は
、「
大
津
皇
子
の
魂
を
、
西
方
浄
土
に
弔
う
た
め
の
、
折
口
信
夫
に
よ
る
鎮
魂
の
書
」

（
二
七
頁
）
で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
横
た
わ
る
「
古
代
の
魂
を
現
代
に
蘇
ら
せ
、
懇
ろ
に
供
養
す
る
精
神
」（
同
）
が
、
本
作
を
「
歴
史
小
説

の
形
式
を
と
り
な
が
ら
、
近
代
文
学
史
上
、
比
類
の
な
い
作
品
」（
二
七
～
二
八
頁
）
た
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
や
や
唐
突
な
言
及
と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
信
仰
の
重
層
性
に
着
目
し
て
文
化
の
〈
基
層
〉
を
探
ろ
う
と
す
る
姿
勢
か
ら
は
、

か
つ
て
手
塚
富
雄
の
エ
ッ
セ
イ
「
三
つ
の
答
え 
― 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
文
化
の
根
柢
に
つ
い
て 

― 

」（『
東
京
新
聞
』
一
九
五
五
・
一
・

二
六
～
二
八
、
後
に
『
西
欧
の
こ
こ
ろ
を
た
ず
ね
て
』
一
九
五
五
・
八
、
河
出
書
房
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）
に
引
か
れ
た
、
ド
イ
ツ
の
文
化

哲
学
者
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
あ
る
典
型
的
な
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
文
化
の
基
礎
を
な
す
も
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ア

ン
テ
ィ
ー
ケ
（
古
代
文
化
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
性
の
三
つ
だ
。
日
本
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
つ
た
く
こ
れ
と
同
じ
だ
と
思
う
。
仏
教

が
あ
る
。
そ
れ
に
儒
教
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ケ
に
相
応
す
る
。
そ
し
て
国
民
性
で
あ
る
神
道
。」（
六
九
頁
）
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
見
方

に
は
、
手
塚
の
い
う
よ
う
に
「
ま
ち
が
い
で
は
な
か
つ
た
が
、
学
者
的
図
式
化
が
勝
ち
す
ぎ
て
い
る
」（
同
）
と
い
う
側
面
も
否
め
な
い
。
け

れ
ど
も
、
手
塚
が
「
静
か
な
中
に
威
が
あ
り
、
話
す
に
し
た
が
つ
て
そ
の
教
養
の
深
さ
が
し
の
ば
れ
て
、
古
典
的
な
大
学
教
授
と
は
こ
う
い
う

も
の
か
と
、
し
き
り
に
私
は
そ
の
重
み
を
感
ず
る
の
で
あ
つ
た
」（
六
七
頁
）
と
評
し
た
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
ふ
か
ぶ

0

0

0

か0

と
「
教
養
」
に
根
ざ
し
た
「
古
典
的
」
文
化
哲
学
と
通
底
す
る
あ
る
雰
囲
気
を
、
半
田
氏
の
著
作
が
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ



─ 52 ─

書
評

　
半
田
美
永
著
『
近
代
作
家
の
基
層 

―
文
学
の
〈
生
成
〉
と
〈
再
生
〉・
序
説
―
』（
小
堀
）

う
。
そ
う
し
た
文
化
哲
学
風
の
に
お
い
も
、
本
書
の
特
色
の
ひ
と
つ
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

本
書
の
副
題
に
あ
る
「
生
成
」
と
い
う
語
か
ら
、
私
達
は
す
ぐ
に
松
澤
和
宏
『
生
成
論
の
探
究　

テ
ク
ス
ト
・
草
稿
・
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
』

（
二
〇
〇
三
・
六
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
な
ど
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
系
統
の
生
成
論
を
連
想
す
る
。
だ
が
、
本
書
に
お
け
る

「
生
成
」
の
意
味
は
、
そ
れ
が
「〈
生
成
〉」
と
山
括
弧
で
く
く
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
今
日
一
般
に
連
想
さ
れ
る
生
成
論
の

意
味
と
は
微
妙
に
異
な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

鈴
木
貞
美
氏
は
『
日
本
文
学
の
論
じ
方
―
体
系
的
研
究
法
』（
二
〇
一
四
・
九
、
世
界
文
化
社
）
の
「
作
品
形
成
論
」
の
節
で
、「
生
成
」
論

と
「
形
成
」
論
の
方
法
上
の
差
異
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
い
ま
、
作
品
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
過
程
を
た
ど
る
研
究
を
、
日

本
文
学
研
究
で
は
「
生
成
論
」
と
呼
ん
で
い
る
ら
し
い
。
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
じ
ま
っ
た
「
生
成
論
」
は
、
い
わ
ば
「
作
品
が
ひ
と
り
で
に
生

成
す
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、
作
者
の
意
識
的
な
作
品
形
成
過
程
と
は
異
な
る
水
準
、
イ
メ
ー
ジ
や
こ
と
ば
の
連
な
り
な
ど
に
探
索
の

錘お
も
りを

降
ろ
し
、
無
意
識
の
領
域
に
精
神
分
析
を
応
用
し
た
り
、
文
化
的
な
習
慣
の
圧
力
を
測
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
を
用
い
て
、
そ
れ

を
探
ろ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
。」（
一
五
八
～
一
五
九
頁
）

　

鈴
木
氏
の
用
語
法
に
従
え
ば
、
本
書
に
お
け
る
「
生
成
」
の
意
味
は
、
む
し
ろ
「
形
成
」
に
近
い
。
そ
れ
は
、
前
に
も
引
用
し
た
「
作
品

は
、
や
は
り
作
家
の
産
物
な
の
だ
」
と
い
う
半
田
氏
の
作
家
作
品
論
的
な
立
場
か
ら
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て

考
え
る
際
、「
作
品
に
秘
め
ら
れ
た
い
の
ち
を
ひ
き
だ
す
、
ひ
き
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
時
、〈
作
家
は
死
ん
で
い
い
〉
と
、
ロ
ラ
ン
・
バ

ル
ト
風
に
今
、
私
も
思
う
。
一
方
、
難
し
い
理
論
は
、
作
品
を
よ
む
妨
げ
に
も
な
る
場
合
が
あ
る
だ
ろ
う
。
理
論
に
整
合
し
な
い
作
品
は
、
ダ

メ
な
作
品
だ
と
思
う
錯
覚
が
、
い
か
に
傲
慢
な
読
者
を
作
っ
て
き
た
か
」（
八
頁
）
と
い
う
、
い
さ
さ
か
激
越
な
半
田
氏
の
言
葉
を
見
逃
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
第
一
に
、
本
書
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
海
外
の
批
評
家
へ
の
言
及
で
あ
る
バ
ル
ト
へ
の
参
照
か
ら
、
翻
っ
て
た
だ
ち
に
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「
理
論
」
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
点
で
。
第
二
に
、
前
の
「
作
家
と
作
品
と
は
不
分
離
な
い
の
ち
を
共
有
」
し
て
い
る
、
と
い
う
箇
所
と
も

共
通
す
る
「
作
品
に
秘
め
ら
れ
た
い
の
ち
」
と
い
う
特
徴
的
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
。 

― 

こ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
半
田
氏

が
テ
ク
ス
ト
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
生
成
論
か
ら
は
意
図
的
に
距
離
を
取
り
つ
つ
、
作
家
と
作
品
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
「
い
の
ち
」
と
い

う
自
身
の
文
学
観
の
根
底
を
な
す
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
あ
え
て
「
生
成
」
の
語
を
選
択
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
半
田
氏
の
愛
用
す
る
「
い

の
ち
」
の
語
は
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
ひ
ろ
が
り
を
持
つ
反
面
、
そ
の
意
味
が
や
や
曖
昧
に
な
り
が
ち
だ
が
、
氏
自
身
の
言
い
換
え
を
用
い
れ

ば
、
そ
れ
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
底
流
す
る
〈
さ
け
び
〉〈
い
か
り
〉〈
か
な
し
み
〉〈
く
る
し
み
〉〈
よ
み
が
え
り
〉〈
よ
ろ
こ
び
〉〈
い
の
り
〉

な
ど
、
な
ど
」（
八
頁
）
の
情
念
の
総
体
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
箇
所
に
は
「
そ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
異
質
な
世
界
と
の
衝
撃
に
よ
っ
て
壊
れ
、
そ
し
て
〈
再
生
〉
す
る
さ
ま
が
描
か
れ
て

い
た
」（
同
）
と
い
う
一
節
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
の
「
再
生
」
の
主
体
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、「
作
品
に
よ
っ
て
、
作
家
も
ま
た
深

化
（
進
化
）
成
熟
し
て
い
る
」
と
い
う
後
続
の
箇
所
か
ら
し
て
、
さ
し
あ
た
り
作
者
あ
る
い
は
作
家
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
全
体

の
構
図
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
作
品
を
と
お
し
て
「
再
生
」
す
る
の
は
け
っ
し
て
作
者
ば
か
り
で
は
な
い
。
半
田
氏
は
「
副
題
と
な
っ
た
〈
生
成
〉

と
〈
再
生
〉
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
わ
た
く
し
自
身
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
」（
九
頁
）
と
い
い
、
さ
ら
に
「
作
品
を
読
み
、
考
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
自
身
は
鍛
え
ら
れ
、
よ
み
が
え
る
こ
と
が
あ
る
」（
同
）
と
も
言
っ
て
い
る
。
― 

作
品
を
と
お
し
て
、
作
者
ば
か
り

で
な
く
、
読
者
も
ま
た
「
再
生
」
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
読
者
に
よ
る
読
書
を
と
お
し
て
、
作
品
も
ま
た
「
再
生
」
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

い
か
め
し
い
理
論
構
成
を
あ
え
て
退
け
た
本
書
に
お
い
て
は
、
明
白
に
一
義
的
な
図
式
化
は
な
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
副
題
に
含
ま
れ

る
「
生
成
」
と
「
再
生
」
と
い
う
二
つ
の
語
の
背
景
に
は
、
作
者
・
作
品
・
読
者
の
相
互
媒
介
的
な
関
係
に
対
す
る
著
者
の
把
握
が
、
確
実
に

存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊
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「
近
代
作
家
」、「
基
層
」、「〈
生
成
〉
と
〈
再
生
〉」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
出
発
点
と
し
た
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
半
田
氏
の
「
文
学
」

観
の
輪
郭
も
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
は
ず
だ
が
、
本
書
に
は
氏
自
身
が
、「
文
学
」
と
は
何
か
、
を
思
い
切
っ
て
言
明
し
た
箇
所
が
あ

る
。 
― 「《
文
学
》
と
は
、
自
己
の
定
位
を
探
る
行
為
に
等
し
い
」（
二
一
五
頁
）。

　

こ
れ
は
、「
第
十
二
章　

近
代
文
学
の
土
壌 

― 

和
歌
山
県
の
場
合 

― 

」
の
一
節
だ
が
、
そ
の
章
題
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に

お
け
る
「
定
位
」
の
対
象
（
ど
こ
に
「
定
位
」
す
る
か
）
は
、「
生
命
体
と
し
て
の
《
場
》」（
二
一
五
頁
）、
つ
ま
り
「
歴
史
的
時
間
や
人
事
を

取
り
込
む
風
土
」（
同
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
「
文
学
」
の
「
場
」
の
探
究
こ
そ
が
、
本
書
の
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
当
然
な
が
ら
、「
文
学
」
の
「
場
」
と
い
っ
て
も
、
本
書
で
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
参
照
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。）

　

と
こ
ろ
で
、「
文
学
」
に
つ
い
て
の
こ
の
思
い
切
っ
て
明
瞭
な
定
義
づ
け
が
、
本
書
第
Ⅰ
部
の
中
で
も
っ
と
も
実
証
的
な
第
十
二
章
に
見
出

さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
特
徴
的
な
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、「
基
層
」
や
「
生
成
」、「
再
生
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ

を
意
図
的
に
強
く
打
ち
出
し
た
章
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
実
証
的
な
手
つ
き
で
豊
富
な
資
料
を
意
味
づ
け
た
こ
の
第
十
二
章
や
、
足
立
巻
一
か

ら
「
阪
中
さ
ん
の
こ
と
は
徹
底
的
に
調
べ
て
く
だ
さ
い
」（
三
六
六
頁
）
と
激
励
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
、
長
年
に
わ
た
る
調
査
の
蓄

積
に
依
拠
し
た
阪
中
正
夫
を
め
ぐ
る
諸
章
、
た
と
え
ば
第
Ⅰ
部
の
「
第
十
一
章　

阪
中
正
夫
『
抒
情
小
曲
集　

生
ま
る
ゝ
映
像
』
の
誕

生 

― 

文
学
の
胚
胎
と
生
成 

― 

」（
こ
れ
に
は
副
題
に
「
生
成
」
の
語
も
含
ま
れ
て
い
る
が
）
や
、
第
Ⅱ
部
の
「（
11
）
阪
中
正
夫
と
の
歩

み
、
そ
し
て
金
田
龍
之
介
氏
と
の
出
会
い
」
か
ら
「（
15
）
阪
中
正
夫
生
誕
百
年
記
念
事
業
の
意
義
」
に
至
る
エ
ッ
セ
イ
な
ど
に
、
い
き
い
き

と
し
た
「
文
学
」
の
「
場
」
の
あ
り
方
を
見
る
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。
永
栄
啓
伸
氏
も
、
書
評
「
半
田
美
永
著
『
近
代
作
家
の
基
層 

― 

文

学
の
〈
生
成
〉
と
〈
再
生
〉・
序
説
』」（『
皇
學
館
論
叢
』
五
〇
巻
二
号
、
二
〇
一
七
・
四
）
に
お
い
て
、
第
Ⅲ
部
の
「〔
ⅰ
〕
波
及
す
る
近
代
、

創
造
す
る
熊
野
」
を
採
り
上
げ
、「
こ
の
よ
う
に
多
く
の
作
家
や
作
品
を
丹
念
に
た
ど
り
適
確
に
位
置
づ
け
る
作
業
は
、
渉
猟
に
定
評
の
あ
る

著
者
の
得
意
分
野
の
一
つ
で
あ
ろ
う
」（
四
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
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半
田
美
永
著
『
近
代
作
家
の
基
層 

―
文
学
の
〈
生
成
〉
と
〈
再
生
〉・
序
説
―
』（
小
堀
）

　

本
書
『
近
代
作
家
の
基
層
』
に
お
け
る
「
基
層
」
の
意
味
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
文
化
の
古
層
と
い
う
方
向
で
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
諸
章
で
は
、
各
作
品
の
産
み
出
さ
れ
た
「
近
代
」
と
い
う
時
代
の
各
時
期
の
歴
史
的
基
盤
に
ま
で
、
半
田
氏
の
筆
は
肉

薄
し
て
い
る
。
本
書
の
副
題
の
最
後
に
「
序
説
」
の
語
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
今
後
、
本
書
の
意
味
で
の
「
基
層
」
と
、
作
品
の

同
時
代
的
基
盤
と
の
あ
い
だ
の
相
関
に
眼
を
向
け
た
半
田
氏
の
論
考
を
ぜ
ひ
と
も
読
ん
で
み
た
い
と
い
う
期
待
も
、
自
ず
と
湧
き
上
が
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
総
四
〇
八
頁
、
本
体
五
〇
〇
〇
円
、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
三
月
三
〇
日
刊
）
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A Review of The Roots of Modern Writers : An Introduction to the Birth and 

Regeneration of Literature , by Yoshinaga Handa

Yohei  KOBORI

Abstract

　  The Roots of Modern Writers  （March 2017, Izumi Shoin） is a collection of 

writings     by Yoshinaga Handa, a long-time scholar of many aspects of 

modern Japanese literature, that spans approximately twenty years. Handa 

argues that since the advent of text theory, modern literary research has 

failed to adequately communicate the appeal of the literature with which it 

concerns itself. He presents an alternative approach in which literature is 

understood relationally, against the cultural context of the author, the literary 

work itself, and the reader. The present volume uses that approach to 

address an exceptionally wide variety of texts, ranging in genre from novels 

and poems to travelogues and criticism, and covering nearly an entire 

century, from the late nineteenth to the late twentieth century. It is divided 

into four sections: Part I, “The Roots of Modern Writers,” consists of 

academic papers; Part 2, “Footsteps of the Writers,” of criticism and essays; 

Part 3, “Kumano and Ise,” of place-based travelogues, interviews, and 

lectures; and Part 4, “Texts and Bibliography of Masao Sakanaka’s Novels 

and Broadcast Scripts,” primarily of an introduction to new materials. 

Together, the collection offers a glimpse into the breadth of Handa’s 

scholarship. 

Keywords : Japanese modern literature, Climate, Kumano, Ise




